
ChatGPT(無料版)による“西洋の人間学”の歴史 

【西洋の人間学】は、哲学･宗教･科学の発展とともに形成されてきました。その歴史を、大きな時代区分で

整理すると、下記になります。 

 

１．古代ギリシャ･ローマ時代(紀元前５世紀～紀元後５世紀) 

◆この時代、人間の本質や倫理を探究する哲学が発展しました。 

(1) ソクラテス(紀元前469年～399年) 

「汝自身を知れ」という言葉に象徴されるように、人間の本質と徳を追求。 

(2) プラトン(紀元前427年～347年) 

魂の不滅、理想的な「善のイデア」を唱え、人間の理性を重視。 

(3) アリストテレス(紀元前384年～322年) 

人間を「ポリス的動物(社会的動物)」と定義し、倫理学や政治学を発展させた。 

(4) ストア派(ゼノン、セネカ、マルクス･アウレリウスなど) 

理性と徳を重視し、人間の生き方における自制や運命受容の哲学を展開。 

◆この時代の【西洋の人間学】は、哲学と倫理学を中心に発展し、人間の本質や幸福についての理論が確立 

されました。 

 

 

２．中世(５世紀～15世紀) … キリスト教的世界観と人間学 

◆中世は、キリスト教の支配が強まり、【西洋の人間学】も宗教的な色彩を帯びました。 

(1) アウグスティヌス(354年～430年) 

「神の国」と「地上の国」の二重性を説き、人間は神の恩寵(Grace)によって救われると主張。 

(2) トマス･アクィナス(1225年～1274年) 

アリストテレス哲学とキリスト教を融合し、「人間は理性を持つが、究極の目的は神との一致である」 

と説いた。 

◆この時代は、人間の存在が神によって規定されるとされ、【西洋の人間学】もキリスト教神学の枠内で展開 

されました。 

 

 

３．ルネサンス(14世紀～17世紀) … 人間中心主義の誕生 

◆ルネサンス(文芸復興)は、中世の神中心の思想から脱却し、人間の価値や可能性を重視する「人文主義 

(ヒューマニズム)」を生み出しました。 

(1) ピコ・デラ･ミランドラ(1463年～1494年) 

「人間の尊厳について」を著し、人間は自由意思を持ち、自己を創造できると主張。 

(2) エラスムス(1466年～1536年) 

教育の重要性を説き、人間の理性と倫理を重視。 

◆ルネサンスにより、人間は自律的で創造的な存在であるという、新しい人間観が生まれました。 

 

 

 

 



４．近代(17世紀～19世紀) … 科学と合理主義の時代 

◆この時代の【人間学】は、哲学･科学･政治思想の発展とともに大きく変化しました。 

(1) 合理主義と経験論 

① デカルト(1596年～1650年) 

「我思う、ゆえに我あり」と述べ、理性を人間の本質としました。 

② ロック(1632年～1704年) 

「人間の心は、生まれながらに白紙」とし、経験が人格を形成すると主張。 

③ カント(1724年～1804年) 

人間は、「理性を持つ道徳的主体」であり、自由と道徳法則に基づいて行動すべきと説いた。 

 

(2) 社会契約と人間の権利 

① ホッブズ(1588年～1679年) 

「自然状態では、万人の万人に対する闘争」とし、国家が秩序を保つべきと主張。 

② ルソー(1712年～1778年) 

「人間は、生まれながらに自由である」とし、社会契約に基づく民主主義を提唱。 

 

(3) 進化論と社会学 

① ダーウィン(1809年～1882年) 

「種の起源」で進化論を提唱し、人間も生物進化の一部であると示した。 

② マルクス(1818年～1883年) 

人間の本質は、労働と社会的関係にあるとし、経済構造が人間の意識を決定すると考えた。 

 

◆この時代の【西洋の人間学】は、哲学･政治･生物学･社会学と結びつき、多様な視点が生まれました。 

 

 

５．現代(20世紀～現在) … 科学･心理学･文化研究の融合 

◆現代の【西洋の人間学】は、多くの学問と結びつきながら発展しました。 

(1) 心理学と精神分析 

① フロイト(1856年～1939年) 

人間の無意識と欲望を研究し、精神分析を確立。 

② ユング(1875年～1961年) 

集合的無意識や元型(アーキタイプ)を提唱。 

 

(2) 人間の存在と実存主義 

① ハイデガー(1889年～1976年) 

「存在とは何か」を問い、人間を「世界内存在」とした。 

② サルトル(1905年～1980年) 

「人間は、自由の刑に処せられている」とし、自らの選択によって生きるべきと説いた。 

 

 

 

 



(3) 構造主義･ポストモダンの視点 

① レヴィ＝ストロース(1908年～2009年) 

人間の思考や文化には共通する「構造」があると提唱。 

② フーコー(1926年～1984年) 

権力と知識の関係を分析し、「人間という概念自体が歴史的に構築された」と考えました。 

 

(4) 科学技術と人間学 

AI(人工知能)やバイオテクノロジーの発展により、「人間とは何か？」という問いが、新たな次元で 

議論されています。 

 

 

６．まとめ 

◆【西洋の人間学】は、下記の流れで発展してきました。 

(1) 古代 ⇒ 哲学(人間の本質･徳･理性) 

(2) 中世 ⇒ 宗教(神と人間の関係) 

(3) ルネサンス ⇒ 人文主義(人間の自由･創造性) 

(4) 近代 ⇒ 科学･合理主義･社会契約 

(5) 現代 ⇒ 心理学･社会学･テクノロジー 

◆現代では、AI･生命倫理･環境問題などの新たな課題と結びつきながら、引き続き「人間とは、何か？」 

「人間の本質とは、何か？」を探求しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


